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電子材料、医薬品、化粧品など、さまざまな分野で使用されている均一な粒径を持つナノ粒子を生成すること
を目的として、マイクロリアクター装置内で液滴を急冷し、再結晶現象によりナノ粒子を生成するシステムを構
築した。微小な粒子径を得るためには、高い冷却速度を実現する必要がある。微小な液滴を冷却することによ
って冷却速度を高めるために、超音波振動によりナノ液滴を含むエマルションを生成し、マイクロ流路内で急
冷することによって単分散状態のナノ粒子を得ることに成功した。

この資料は、競輪の補助により作成しました。
https://jka-cycle.jp

競輪の補助

粒子生成と微小化の原理

[2] 藤本望夢，神田岳文，阪田祐作，山田嘉昭，妹尾典久，中崎義晃，音山貴史，“2 液 3 相構造のマイクロ流路による微小液滴を用いた ナノ粒子生成システムの試作”，第 35 回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム，No.01pm1-PS-179 (2018)．

[3] N. Fujimoto，T. Kanda，M. Katsuta，Y. Sakata，Y. Yamada，N. Seno，Y. Nakazaki，T. Otoyama, “Nanoparticles generation using monodisperse droplets by an ultrasonic transducer”，Electronics and Communication in Japan，Vol.103，Issue 7，pp.49-55 (2020) ．

研究目的

ナノ液滴急冷によるより小さいナノ粒子の生成を実現するシステムの構築と評価

研究背景と目的
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 再結晶現象を用いたナノ粒子生成において冷却速度を向上させるためにナノ液滴を生成して適用した。
 ナノ液滴を急冷することにより、マイクロメートルレベルの液滴の急冷時よりも微小な径をもつナノ粒子の生成に成功した。

まとめ

ナノ粒子生成実験

流量と液滴径の関係

連続相 ： シリコーンオイル(動粘度2 mm2/s) + 界面活性剤

分散相 ： ミョウバン水溶液 + 凝集防止剤

マイクロメートルサイズの液滴の急冷時[4]に比べてより径の小さいナノ粒子の生成に成功
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